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地域の優しさにふれて
北海道・小西海翔
　今年も道沿いのプランターに植えられたマリーゴールドは夏の日差しを受け美しく咲き誇っている。
　「社会を明るくする運動」と聞いて僕は真っ先にこのマリーゴールドと「信号のおじちゃん」の笑顔が頭に浮かんだ。僕が卒業した小学校では，毎年自分たちが種から育てた花をプランターに植え替え地域の方々のお宅に置かせて頂く「花いっぱい運動」が十七年も続く伝統になっている。丈も短く花も付けていないマリーゴールドに秋までのお世話の協力をお願いする手紙を添え，まだ小学三年生の僕には重すぎるプランターを友だちと二人で持ち，何度も何度も立ち止まり手を休めながら届けに向かった。緊張した手でインターホンのボタンを押した。「小学校の者です。お花を届けに伺いました。」慣れない敬語に声が上ずった。「はーい。」男性の明るい声が響いた。「このお花秋までよろしくお願いします。」と声を揃えた僕たちに，見覚えのある白髪の男性はこう返してくれた。「重たいのにご苦労様。大切に預かるからね。ありがとうね。」僕はその男性が毎日学校前の信号で登下校を見守り，何度も何度も押しボタン信号を押し黄色の旗を振りながら僕たちを安全に学校へ送り出して下さる「信号のおじちゃん」であることに気が付くにはそう時間もかからなかった。僕はたくさんある地域の家から「信号のおじちゃん」の担当になれたことへの嬉しさと，無事届け終えたことへの大きな達成感に帰り道の足取りは軽やかだった。それから登下校で会う度挨拶だけではなく「マリーゴールドが花を付けたよ！」とか「今日は寒いから風邪をひかないようにね。」など花を届けただけなのに顔を覚え，たくさん話し掛けてくれるようになった。寄り道して帰りたくなるほど，学校で嫌なことがあった日も「信号のおじちゃん」の笑顔と優しい言葉掛けにいつしか心が軽くなり真っ直ぐ家に帰ることができた。もし僕がそこで「信号のおじちゃん」に会わずに言葉を掛けてくれる人もいなければどんな毎日を過ごしていただろうか？きっと寄り道をすることが習慣になっていたことだろう。親だけではなく地域の方が見守り声を掛けて下さるだけで，僕たちは真っ直ぐ育つことができたのだと身をもって感じた。
　小学校の六年間はあっという間に過ぎ卒業の時を迎えた。卒業式当日も「信号のおじちゃん」は旗を振り，「卒業おめでとう！」とこれまで以上に心のこもった言葉をくれた。「今までありがとうございました。」と最後の言葉を言い終えると堪えていた涙が一度に溢れ出て「もう会えないんだなぁ。」しかしその涙と共に「信号のおじちゃん」にもらった勇気と優しさを胸に中学生として頑張らなければならない。中学校生活は不安なことばかりだが強い心を持って進もう！そう決心した瞬間だった。最後の「さようなら。」にたくさんの感謝の思いを込めて・・・。

　強い決意を胸に入学した中学校。部活にも入部し徐々に慣れてきたとはいえ，小学校とは違う生活に戸惑いを感じていた。そんな中一の一月。僕は学校のボランティア活動の一つ「地域への感謝の日」という地域の方々の家を四時間かけて除雪する日を迎えた。正直授業を受けていた方が楽かもな。と思っていたが，みんなでスコップ片手に除雪し，地域の方々に「ありがとう。」の言葉をもらう度にとても誇らしい気持ちになっていった。中には外まで出て来て握手しながらお礼を言って下さるお年寄りもいて「やってよかった！」と心から喜びを感じた。何件か除雪を終えた時だった。「除雪しているのかい？感心だねーご苦労さま！」その聞き覚えのある声は「信号のおじちゃん」だった。久し振りに聞く声になぜだかとてもホッとし，それと同時に「信号のおじちゃん」は中学生になっても僕たちの成長を見守り続けてくれているのだと嬉しくなった。先日も「引っ越して来た頃はとても小さかったのに，こんなに大きくなったんだね。」と向かいの家のおばあちゃんが声を掛けてくれた。毎朝出会う隣の家のおばちゃんは「いってらっしゃい，気を付けてね。」と優しい笑顔で見送ってくれる。そんな地域の方々の温かさに触れながら僕は平穏な毎日を過ごすことができている。そしてこの温かさが僕だけでなく地域の子供たちの犯罪や非行を防ぐ大切な一歩だと確信した。仮に僕が悪いことをしてしまいそうな時，ストップをかけてくれるのもやはり地域の方の優しい言葉や笑顔なのではないだろうか。
　誰でも出会った人同士が挨拶を交わせる明るい地域，安心して毎日を過ごせる社会とのつながりがそこにはある。これからも見守ってくれる地域の人たちに感謝しながら僕も出会ったたくさんの人たちに挨拶を交わし一日一日を大切に過ごしたい。そして社会を明るくする自分なりの努力を微力ながら続けていきたいと思うのだ。あの明るく輝くマリーゴールドのように・・・。
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